
聖霊降臨後第１７主日特祷（特定 22） 

 

主よ、主の家族である教会を、絶えることのない恵みのうちにお守りください。どうか主

の守りによってすべての災いを免れ、良い行いをもって熱心に主に仕え、み名の栄光を現

すことができますように、主イエス・キリストによってお願いいたします。アーメン 

 

旧約聖書 ハバクク書 1章 1-6,《7-11》,12-13,2:1-4節 

 

1預言者ハバククが、幻で示された託宣。 

2 主よ、わたしが助けを求めて叫んでいるのに、いつまで、あなたは聞いてくださら

ないのか。わたしが、あなたに「不法」と訴えているのに、あなたは助けてくださらない。

3どうして、あなたはわたしに災いを見させ、労苦に目を留めさせられるのか。暴虐と不

法がわたしの前にあり、争いが起こり、いさかいが持ち上がっている。4律法は無力とな

り、正義はいつまでも示されない。神に逆らう者が正しい人を取り囲む。たとえ、正義が

示されても曲げられてしまう。 

5 諸国を見渡し、目を留め、大いに驚くがよい。お前たちの時代に一つのことが行わ

れる。それを告げられても、お前たちは信じまい。6見よ、わたしはカルデア人を起こす。

それは冷酷で剽悍な国民。地上の広い領域に軍を進め自分のものでない領土を占領する。 

12主よ、あなたは永遠の昔から、わが神、わが聖なる方ではありませんか。我々は死

ぬことはありません。主よ、あなたは我々を裁くために、彼らを備えられた。岩なる神よ、

あなたは我々を懲らしめるため、彼らを立てられた。13 あなたの目は悪を見るにはあま

りに清い。人の労苦に目を留めながら、捨てて置かれることはない。それなのになぜ、欺

く者に目を留めながら、黙っておられるのですか、神に逆らう者が、自分より正しい者を

呑み込んでいるのに。 

1 わたしは歩哨の部署につき、砦の上に立って見張り、神がわたしに何を語り、わた

しの訴えに何と答えられるかを見よう。2主はわたしに答えて、言われた。「幻を書き記

せ。走りながらでも読めるように、板の上にはっきりと記せ。3定められた時のためにも

うひとつの幻があるからだ。それは終わりの時に向かって急ぐ。人を欺くことはない。た

とえ、遅くなっても、待っておれ。それは必ず来る、遅れることはない。4見よ、高慢な

者を。彼の心は正しくありえない。しかし、神に従う人は信仰によって生きる。」 

 

詩 編 第 95編 1-7節 

 

１ 主に向かって喜び歌い∥ 救いの岩に声を上げよう 

２ 感謝に満ちてみ前に進み∥ 賛美の歌で神をたたえよう 

３ 主は偉大な神∥ すべての神にまさる王 

４ 地の深みは主のみ手に∥ 山の頂きもまた主のもの 



５ 海は神のもの、主はこれをつくられた∥ 乾いた地も主は造られた 

６ 身を低くして伏し拝み∥ 造り主、主のみ前にひざまずこう 

７ 主はわたしたちの神、わたしたちは神の民∥ わたしたちはその牧場の民、そのみ手

の羊 

 

使徒書 テモテへの手紙二 1章《1-5》,6-14節  

 

6 そういうわけで、わたしが手を置いたことによってあなたに与えられている神の賜物

を、再び燃えたたせるように勧めます。 7神は、おくびょうの霊ではなく、力と愛と思慮

分別の霊をわたしたちにくださったのです。 8 だから、わたしたちの主を証しすること

も、わたしが主の囚人であることも恥じてはなりません。むしろ、神の力に支えられて、

福音のためにわたしと共に苦しみを忍んでください。 9神がわたしたちを救い、聖なる招

きによって呼び出してくださったのは、わたしたちの行いによるのではなく、御自身の計

画と恵みによるのです。この恵みは、永遠の昔にキリスト・イエスにおいてわたしたちの

ために与えられ、 10今や、わたしたちの救い主キリスト・イエスの出現によって明らか

にされたものです。キリストは死を滅ぼし、福音を通して不滅の命を現してくださいまし

た。 11この福音のために、わたしは宣教者、使徒、教師に任命されました。 12そのため

に、わたしはこのように苦しみを受けているのですが、それを恥じていません。というの

は、わたしは自分が信頼している方を知っており、わたしにゆだねられているものを、そ

の方がかの日まで守ることがおできになると確信しているからです。 13キリスト・イエ

スによって与えられる信仰と愛をもって、わたしから聞いた健全な言葉を手本としなさい。 

14あなたにゆだねられている良いものを、わたしたちの内に住まわれる聖霊によって守り

なさい。 

 

福音書 ルカによる福音書 17章 5-10節  

 

5使徒たちが、「わたしどもの信仰を増してください」と言ったとき、 6主は言われた。

「もしあなたがたにからし種一粒ほどの信仰があれば、この桑の木に、『抜け出して海に根

を下ろせ』と言っても、言うことを聞くであろう。 

7あなたがたのうちだれかに、畑を耕すか羊を飼うかする僕がいる場合、その僕が畑から

帰って来たとき、『すぐ来て食事の席に着きなさい』と言う者がいるだろうか。 8むしろ、

『夕食の用意をしてくれ。腰に帯を締め、わたしが食事を済ますまで給仕してくれ。お前は

その後で食事をしなさい』と言うのではなかろうか。 9命じられたことを果たしたからと

いって、主人は僕に感謝するだろうか。 10あなたがたも同じことだ。自分に命じられたこ

とをみな果たしたら、『わたしどもは取るに足りない僕です。しなければならないことをし

ただけです』と言いなさい。」 


